東日本大震災におけるコミュニティ形成に関する研究：特に新聞記事の活用による災害公営住宅を含むコミュニティの生活課題の検討 by 下山田 鮎美 et al.
Ⅰ．はじめに
2011（平成23）年 3 月11日の東日本大震災の発災から 9 年が経過した。宮城県では、多くの人的被害、
住家・非住家被害を踏まえ、震災復興計画が策定され、2019（平成30）年度にて、災害公営住宅の整備、
防災集団移転促進事業が完了している 1 ）。このような中、2015（平成27）年度より毎年実施されている災
害公営住宅入居者の健康調査においては 2 ）、経年変化として、世帯人数「 1 人」、独居高齢者世帯、職業
「無職」、疾病の状況「病気がある」について年々割合が増加していることが示されている。そして、2018
（平成30）年度の調査においては、疾病の状況として、「病気がある」が63.6%、不安、抑うつ指標（日本
語版気分・不安障害調査票；K 6 ）で13点以上が8.0％、生活の状況として、世帯人数は「 1 人」が48.3％、
独居高齢者世帯の全世帯に占める割合が32.5％、職業は「無職」が44.3％、さらに、不眠の状況は「眠れ
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ない」が16.5％、相談相手の有無は「いない」が21.4%、行事への参加状況は「参加していない」が58.4％
であること等が示されている 2 ）。これらのことを踏まえると、災害公営住宅の整備は完了したものの、そ
こに入居する被災者の健康状態は年々低下している可能性が考えられ、それらに物理的環境、世帯の状況、
生活習慣、他者との交流等、多様な要因が関連していることが推察される。これらのことから、コミュニ
ティにおける効果的な復興支援策を講じるためには、それら被災者の生活課題及びそれらの関連要因を明
らかにし、コミュニティ全体で現状を共有し、課題解決に向けた方策について考え取り組むことが必須で
あると考えられる。
また、それを推し進めるうえで、当該コミュニティに居住する住民同士の直接的なコミュニケーション
の積み重ねが有用であると考えられるが、一方で、そのような機会を得ることが難しい住民にとっては、
新聞記事が果たす役割も大きいと考えられる。例えば村井 3 ）は、エネルギー問題に焦点をあて、東日本
大震災前後の新聞での論調変化を明らかにし、それらが社会的にも大きな影響を及ぼす可能性を指摘して
おり、小椋 4 ）は、原発情報に焦点を当て、放射能汚染食品や人々の健康被害に関する情報の制限による
原発事故の忘却及び原発について考えようとする流れの弱まりへの懸念を示している。日本新聞協会 5 ）
の調査においても、新聞を読んでいる理由の第一位が「世の中の動きが知りたいから（56.7％）」となっ
ており、東日本大震災における被災者の生活課題及び関連要因が「世の中の動き」として新聞記事の購読
者に伝わることにより、コミュニティ全体での現状の共有が促される可能性が想定される。しかし、東日
本大震災の発災以降、新聞記事を対象とした研究は、他にもいくつか見受けられるものの 6 ）～11）、特定の
コミュニティに関する新聞記事に長期的に着目し、その内容を分析した研究は見受けられない。
そこで本研究においては、東日本大震災からの復興において、防災集団移転地区の整備及び災害公営住
宅（集合住宅・戸建住宅）の建設が行われたコミュニティに関する地方紙の新聞記事に着目し、東日本大
震災の被災地における記事内容の推移と特徴を明らかにすること、それらを踏まえ被災者の生活課題及び
関連要因、さらには復興支援策としてのコミュニティ形成について示唆を得ることを目的とした。
Ⅱ．研究方法
1 ．データ収集および分析方法
分析対象は、株式会社河北新報社が発行する「河北新報」に掲載された新聞記事とした。「河北新報」は、
宮城県内における発行部数が朝刊443,437部、夕刊47,514部、世帯普及率が43.87％であり12）、全国紙と比較
して地元の生活に根差した情報が多いという特徴がある。また、分析対象の抽出にあたっては、河北新報
データベース13）を用い、仙台市荒井東災害公営住宅が立地する「荒井東」をキーワードとし、2011年 1
月 1 日から2019年12月31日の 9 年間における記事を検索した。なお、「荒井東」に着目した理由は、この
災害公営住宅に居住する被災者の生活圏である「荒井地域」の変遷（表 1 、図 1 ）14）より、被災者の生活
課題及び関連要因の多様性が想定されたことによる。
分析においては、収集した新聞記事をすべて精読し、時系列に沿って、東日本大震災およびその被災者
に関連する記事（以下「東日本大震災関連記事」とする）」と「荒井地域」の開発やまちづくりに関連す
る記事（以下「荒井開発・まちづくり関連記事」とする）に分類し、記事件数及び記事内容の推移を表、
図に整理した。
研究期間は、2018（平成30）年 6 月から2020（令和 2 ）年 1 月であった。
2 ．倫理的配慮
本研究において分析に用いたデータは、すべて既存資料から抽出したものである。そのため、引用に際
しては、出典を明示するようにした。
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Ⅲ．研究結果
「荒井東」をキーワードとして抽出された記事は165件であり、研究目的と関連しない 5 件を除外した。
また、抽出された記事は「荒井東」のみならず、さらに広域的な「荒井地域」に言及しているものが多かっ
たが、「荒井地域」は「荒井東」に居住する住民の生活圏であることからそのまま分析に用いることとし
た。抽出された新聞記事の件数及び内容を踏まえ、その推移と特徴について以下に示す。
まず、全160件について、「東日本大震災関連記事」と「荒井開発・まちづくり関連記事」の 2 つに分類
し、割合を比較した。「東日本大震災関連記事」の割合が高いのは、2011（平成23）年の100.0％、2012（平
成24）年の81.0％、2013（平成25）年の78.3％、2014（平成26）年の89.5％であった。それ以降徐々に「荒
井開発・まちづくり関連記事」が増加し、2016（平成28）年の58.3％、2017（平成29）年の71.4％となっ
ていた。そして、2018（平成30）年以降は、いずれの記事もほぼ同じ割合となっていた（表 2 、図 2 ）。
つぎに、それらの記事を時系列に沿って整理し、内容の類似性により、2011（平成23）年から2014（平
成26）年の 4 年間を「第Ⅰ期：震災からの復旧・復興への関心期」、2015（平成27）年を「第Ⅱ期：震災
からの復興と地下鉄開業への関心期」、2016（平成28）年から2017（平成29）年の 2 年間を「第Ⅲ期：荒
図 1 　土地区画整理前後の状況　　出典：仙台市（2018）
年 地域の変遷
1965（昭和40）年代以前 広大な田園地帯
1965（昭和40）年代以降 仙台東部地区の開発、国道 4 号仙台バイパスの建設などによる工業地域化・宅地化の進行
1977（昭和52）年 土地区画整理事業予定地として市街化区域に編入、急激な市街化の進行
1986（昭和61）年 仙塩広域都市計画事業、仙台市荒井土地区画整理事業の開始
2012（平成24）年 仙台市東部地域防災集団移転促進事業による集団移転先住民団地の整備の開始
2015（平成27）年 仙台市営地下鉄東西線の開業
表 1 　「荒井地域」の変遷14）
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井地域の開発・まちづくりへの関心期」、2018（平成30）年から2019（平成31・令和元）年の 2 年間を「第
Ⅳ期：災害公営住宅における被災者の生活の困難さ、荒井地域の開発・まちづくりへの関心期」とした
（表 3 ～表 7 ）。
さらに、「東日本大震災関連記事」と「荒井開発・まちづくり関連記事」を比較し、記事件数と記事内
容の特徴について分析した。「東日本大震災関連記事」の割合が高い【第Ⅰ期】においては、「動き始めた
復興計画・仙台（ 5 完）／移転先どこに（仙台市宮城野区・蒲生地区　若林区・荒浜、藤塚地区）具体案
見えぬ地区も（2011/10/12）」「東日本大震災／仙台・集団移転／荒井東地区の宅地、29日受け付け開始
（2013/ 9 /22）」等、防災集団移転および災害公営住宅の検討、整備、そして入居に関する件数が多くなっ
ていた。これらからは、東日本大震災後 3 か月から復興計画が開始されたものの、移転先などの具体的検
討には大きな問題があり、計画が定まらない状況が続いたこと、そしてそのような経過を経て被災者の災
害公営住宅への入居が開始され、外部からの被災者支援活動を受けつつ、住民自治組織も活動を開始した
ことを読み取ることができた。また、記事の割合が低い【第Ⅲ期】においては、「災害住宅家賃を仙台市
が誤徴収／荒井東など119世帯分（2017/ 5 /27）」「仙台・災害住宅家賃問題／引き上げに反対来月署名提
出へ／入居者会見（2017/ 6 / 1 ）」、そして記事の割合が同じ【第Ⅳ期】においては、「災害公営住宅男性
孤独死か／仙台（2018/12/29）」「安住の灯　震災列島に生きる／災害公営住宅・家賃割り増し／収入超過
世帯　退居も／仙台／生活再建の足かせに（2019/ 8 /14）」等、震災からの復興のみならず、被災者の災
害公営住宅における生活に生じた課題やその困難さ、生命や生活を脅かす切迫した状況を示す内容が目立
つようになり、これらに対する危機感の高まりも読み取ることができた。
一方、「荒井開発・まちづくり関連記事」の割合が高い【第Ⅲ期】においては、「地下鉄がやって来た　
仙台・東西線13駅　開業 1 ヵ月（13完）荒井／新しい街は胎動段階（2016/ 2 / 3 ）」や「荒井駅周辺　医
療整備進む／新病院開業、モールも建設中／仙台／東西線沿線人口増に対応（2017/12/21）」等、仙台市
営地下鉄東西線の開業、「荒井地域」の街づくりに関するイベントや新設された生活資源に関する記事が
多くなっていた。これらの記事内容からは、「荒井地域」を対象とした都市計画に基づき大規模な公共事
業が推進され、商業施設等や駐車場、マンションや戸建て等の生活資源が整備されていたこと、「住みや
すい街」のためのまちづくり協議会が結成され、夏祭り・盆踊り、フェスティバルが開催される等、新し
いコミュニティ形成を意図した活動が盛んに行われるようになっていたことも読み取ることができた。
Ⅳ．考察
1 ．新聞記事の推移と特徴にみる被災者の生活課題
まず、抽出された新聞記事について「荒井地域」の変遷（表 1 ）と各時期における記事件数及び記事内
容を比較したところ、東日本大震災の発災及び復旧・復興が推進されていた【第Ⅰ期】、「荒井地域」の開
発・まちづくりが推進されていた【第Ⅱ期】【第Ⅲ期】においては、それらに着目した記事が増加してい
た。これらのことから、記事件数及び内容は「荒井地域」の変遷と密接に関連しており、新聞の購読者は、
それらの記事を通じて「荒井地域」における出来事や動向について、現実に沿った形で捉える機会を得て
いたことが推察される。新沼ら 6 ）は、全国紙を対象とし被災者の健康及び生活支援に関する新聞記事を
分析する中で、被災地住民に向けた記事が少なかった現状を示しているが、本研究で対象とした地方紙に
おいては、購読者の生活圏を明確に意識した情報発信が行われていたとも考えられる。
つぎに、「東日本大震災関連記事」及び「荒井開発・まちづくり関連記事」の記事内容に着目したとこ
ろ、いくつかの特徴が見いだされた。まず前者においては、【第Ⅰ期】【第Ⅳ期】とも被災者の生活課題、
困難や不安という観点からの記事が多く見受けられるという点では共通していたが、その背景は異なって
おり、前者は東日本大震災からの復旧・復興に向かう中での生活課題、後者は災害公営住宅入居が長期化
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発行年
東日本大震災
関連記事（％）
荒井開発・まちづくり
関連記事（％）
計（％）
2011（平成23） 4 （100.0） 0 （0.0） 4 （100.0）
2012（平成24） 17 （81.0） 4 （19.0） 21 （100.0）
2013（平成25） 18 （78.3） 5 （21.7） 23 （100.0）
2014（平成26） 17 （89.5） 2 （10.5） 19 （100.0）
2015（平成27） 14 （50.0） 14 （50.0） 28 （100.0）
2016（平成28） 5 （41.7） 7 （58.3） 12 （100.0）
2017（平成29） 6 （28.6） 15 （71.4） 21 （100.0）
2018（平成30） 6 （54.5） 5 （45.5） 11 （100.0）
2019（平成31・令和元） 11 （52.4） 10 （47.6） 21 （100.0）
計 98 （61.3） 62 （38.8） 160 （100.0）
年 時期 東日本大震災関連記事 荒井開発・まちづくり関連記事
2011（平成23）～
2014（平成26）
【第Ⅰ期】
震災からの復旧・復興への
関心期（表 4 ）
・防災集団移転及び災害公営住宅の
検討
・防災集団移転及び災害公営住宅の
整備、入居募集、入居開始
・外部団体からの支援
・仙台・荒井東「スマートシティ
構想」
・仙台・若林警察署、市営地下鉄東
西線の建設
2015（平成27）
【第Ⅱ期】
震災からの復興と地下鉄開
業への関心期（表 5 ）
・防災集団移転及び災害公営住宅の
入居
・外部団体からの支援
・自治組織による活動
・市営地下鉄東西線開通
・荒井地域大規模開発
・荒井地域街づくりイベント
2016（平成28）～
2017（平成29）
【第Ⅲ期】
荒井地域の開発・まちづく
りへの関心期（表 6 ）
・外部団体からの支援
・自治組織による活動
・災害公営住宅における生活課題
・荒井地域大規模開発・各種生活資
源の拡充
2018（平成30）～
2019（平成31・令
和元）
【第Ⅳ期】
災害公営住宅における被災
者の生活の困難さ、荒井地
域の開発・まちづくりへの
関心期（表 7 ）
・外部団体からの支援
・自治組織による活動
・災害公営住宅における生活課題
・荒井地域街づくりイベント
・荒井地域大規模開発・各種生活資
源の拡充
表 2 　記事件数の推移
表 3 　各時期における記事内容の概要
図 2 　記事件数の年次推移
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する中での人々との関係性や制度の変化に伴う生活課題となっていた。東日本大震災における災害公営住
宅に関する課題については、多くの研究者が言及しており、例えば、初期の災害公営住宅における課題と
して、本多15）は、「普通の生活」を取り戻すための高齢者支援について論じる中で、仮設住宅から災害公
営住宅に入居当初、被災者の「仮設生活とのギャップに悩む高齢者」の様子を浮き彫りにし、沖永ら16）は、
災害公営住宅に住む高齢者の諸問題として 8 つを挙げている。さらに児玉・小木曽17）は、被災地におけ
る復興複合期の現状と支援課題として、災害公営住宅では、「住環境への不適応と孤立や閉じこもり」「コ
ミュニティの再構築」「周辺地域を含めた自治活動の新たな運営」を挙げている。これらは、先に示した
荒井東災害公営住宅に居住する被災者における生活課題と類似しており、災害公営住宅に居住する被災者
に共通するものである可能性が示唆される。
また後者においては、特に【第Ⅲ期】の記事件数が多くなっていたが、これらの大多数が「荒井地域」
の開発、まちづくり、生活資源の充実を報じる記事内容となっていた。永井18）は、大震災被災地におけ
る地域社会の再編をめぐる論点を述べる中で、東北の被災地には村落社会（むら）として構成された地区
を多く含んでいること、大規模な造成地には町場の住民だけでなくさまざまな集落からの住民が移り住ん
でいること、こうした新たな地区で、どのような地域社会が形成されつつあるのかについて検証する必要
があることを示している。しかし、先に「荒井地域」の変遷（表 1 ）で示したような多様な背景を持つ住
民が共に居住するコミュニティに立地する災害公営住宅に焦点をあて、コミュニティ形成を検証した研究
は見受けられなかった。この「荒井地域」では開発とまちづくりが進められ、各種生活資源の充実と相まっ
て人々の生活の利便性も向上している。しかし東日本大震災によって大きな影響を受けた被災者の立場を
踏まえると、まちの発展が自分たち以外の住民ベースで進められるように認識されたり、震災の風化と共
にみずからの生活困難感のみが増強していくように感じられたり、さらには社会的孤立の深まりが生み出
されたりという可能性も否定できない。このようなコミュニティの発展が被災者にとっては、生活課題を
困難にする関連要因になるうることも想定しながら、コミュニティ形成を図る必要性が示唆される。
2 ．「荒井地域」の新たなコミュニティ形成に向けて
このように「荒井地域」においては、地域の変遷に沿った形で新聞記事の件数と内容が変化してきた。
そして、2017（平成29）年以降は、「東日本大震災関連記事」と「荒井開発・まちづくり関連記事」の割
合がほぼ同じとなっていた。このことは、新聞購読者にとって、被災者の抱える生活課題の複雑さ・困難
さの再認識を促す機会の増加を意味するとも考えられる。永井18）は、地域社会を再編する論点として、
福祉課題での地域社会組織化とのかかわりで地域社会の再編を検討する必要性を示唆し、児玉・小木曽17）
は、復興複合期においては、「居所変化に対応した支援やつながりの継続、取り組みの住民参加によって、
『自立支援の視点からの地域支援』が求められており、専門職中心のシステム化や新たなシステムの導入
よりも、支え合いや支援の圏域や拠点に関しエリアを保ちつつ、これまで生まれてきた多様な機能・資源
をエリア内でネットワーク化し『地域としての支え合いの力』を高めることが有効である」ことを示唆し
ている。「荒井地域」の変遷と新聞記事から得られた示唆を踏まえると、コミュニティの発展が被災者の
生活課題をより困難なものにすることなく、被災者の生活課題を中核に据えた共生型のコミュニティ形成
を目指すことが、この地域における震災復興支援策として有用ではないだろうか。コミュニティ形成にお
いて被災者、換言すれば被災経験を持つ住民の存在は強みでもある。この過程の中で、地域住民や関係す
る人々が被災者の多様で複雑な生活課題を認識すること、被災者の生活を支える仕組み・ネットワークを
コミュニティの中に創造すること、それらをまちづくりと関連づけ、被災者を含む多様な住民の参画によ
り展開していくこと等がソーシャルキャピタルの醸成を促し、ひいては新たな共生型コミュニティとして
の「荒井地域」の発展にも寄与するものと考える。また、このようなコミュニティ形成の過程が、新聞記
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事を通じてより一層地域全体に周知され、住民一人ひとりにコミュニティ意識が形成される一助となるこ
とも期待される。
3 ．今後の課題
本研究においては、「荒井東」をキーワードとして抽出した新聞記事の推移と特徴を明らかにしたうえ
で、災害公営住宅に居住する被災者の生活課題と関連要因について考察し、コミュニティ形成に対する示
唆を提示した。しかし、これらは新聞記事に取り上げられていた内容を被災者の観点から検討したもので
ある。先にも示したように、「荒井地域」の住民は多様であること、そして目指す方向性が新たな共生型
コミュニティ形成であることを踏まえると、被災者以外の地域住民の観点からの検討も必要である。今後
は、研究者も実際に「荒井地域」で展開されているコミュニティ形成に参画し、そのネットワークの一員
としてともに試行錯誤を繰り返す中で、被災者及び地域住民の生活実態を捉え、生活課題及び関連要因を
明らかにし、効果的な震災復興支援策としての新しい共生型コミュニティの形成に貢献していくことが求
められる。
Ⅴ．おわりに
本研究では、東日本大震災の災害公営住宅が立地する「荒井地域」に焦点をあて新聞記事の推移と特徴
を明らかにし、東日本大震災からの復旧・復興と地域自体の開発が連動して推進されているコミュニティ
においては、被災者の生活課題を中核に据えた新しい共生型コミュニティ形成を目指すことが復興支援策
として有用である可能性を示した。今後は、「荒井地域」で展開されているコミュニティ形成に参画し、
共に試行錯誤を繰り返す中で、効果的な復興支援策としての新しい共生型コミュニティの形成に貢献して
いきたい。また、これらの研究活動の過程自体が、被災地や被災者と共に歩むことを意味し、被災者のそ
の人らしい人生を全うすることに貢献しうる可能性をもった取り組みであることを念頭に置き、引き続き
研究活動に取り組んでいきたい。
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事
業
者
募
集
／
仙
台
市
、
25
日
説
明
会
32
朝
刊
4
/2
7
東
日
本
大
震
災
／
仙
台
・
集
団
移
転
／
田
子
西
地
区
宅
地
申
し
込
み
／
市
、
5
月
11
日
開
始
33
朝
刊
5
/
1
東
日
本
大
震
災
／
災
害
公
営
住
宅
、
35
66
世
帯
が
入
居
希
望
／
仙
台
市
調
査
／
6
月
に
募
集
方
法
公
表
34
朝
刊
6
/
7
東
日
本
大
震
災
／
災
害
公
営
住
宅
、
各
棟
に
一
般
抽
選
枠
／
世
代
多
様
化
、
孤
立
防
ぐ
／
仙
台
市
35
朝
刊
6
/2
7
弥
生
・
中
期
の
地
震
痕
跡
発
見
／
長
さ
6
メ
ー
ト
ル
の
地
割
れ
／
仙
台
・
若
林
の
荒
井
広
瀬
遺
跡
　
市
教
委
、
同
時
期
で
初
36
朝
刊
7
/
3
東
日
本
大
震
災
／
仙
台
・
荒
浜
ま
ち
づ
く
り
協
、
夏
祭
り
で
住
宅
相
談
会
／
7
日
・
サ
ン
ピ
ア
に
ブ
ー
ス
 集
団
移
転
、
ス
ム
ー
ズ
に
37
朝
刊
7
/1
2
東
西
線
の
宿
題
　
10
0万
都
市
の
断
面
　
震
災
後
の
仙
台
（
中
）
／
沿
線
開
発
／
地
権
者
同
意
、
地
域
で
濃
淡
38
朝
刊
7
/1
3
東
日
本
大
震
災
／
住
宅
再
建
の
相
談
会
も
／
仙
台
・
荒
浜
ま
ち
づ
く
り
協
が
夏
祭
り
／
元
住
民
ら
集
団
移
転
に
備
え
39
朝
刊
7
/1
6
東
日
本
大
震
災
／
仙
台
・
若
林
の
復
興
住
宅
／
市
、
電
力
供
給
シ
ス
テ
ム
の
担
当
事
業
者
を
選
定
40
朝
刊
7
/2
6
10
0万
都
市
の
断
面
　
震
災
後
の
仙
台
／
将
来
の
維
持
費
ど
う
減
ら
す
／
災
害
公
営
住
宅
・
か
さ
上
げ
道
路
…
／
国
の
補
助
見
込
め
ず
／
厳
し
い
財
政
、
対
策
必
要
41
朝
刊
8
/2
8
東
日
本
大
震
災
／
新
生
活
を
イ
メ
ー
ジ
し
や
す
く
／
仙
台
市
、
災
害
公
営
住
宅
の
冊
子
作
成
 間
取
り
、
周
辺
情
報
一
目
で
42
朝
刊
9
/
4
東
日
本
大
震
災
／
仙
台
の
災
害
公
営
住
宅
／
タ
ク
シ
ー
送
迎
、
下
見
サ
ポ
ー
ト
／
県
協
会
地
区
総
支
部
 9
月
中
旬
か
ら
、
貸
し
切
り
運
賃
3
割
引
き
に
43
朝
刊
9
/2
2
東
日
本
大
震
災
／
仙
台
・
集
団
移
転
／
荒
井
東
地
区
の
宅
地
、
29
日
受
け
付
け
開
始
44
朝
刊
10
/1
0
東
日
本
大
震
災
／
仙
台
・
集
団
移
転
／
荒
井
東
51
区
画
、
22
世
帯
分
決
定
45
朝
刊
10
/2
0
東
日
本
大
震
災
／
災
害
公
営
住
宅
の
入
居
者
2
次
募
集
、
21
日
開
始
／
仙
台
市
46
朝
刊
11
/
5
東
日
本
大
震
災
／
災
害
公
営
住
宅
20
0戸
増
設
／
仙
台
市
、
20
15
年
度
入
居
／
計
32
00
戸
に
47
朝
刊
11
/1
2
東
日
本
大
震
災
／
災
害
公
営
住
宅
16
％
着
工
／
宮
城
県
内
・
10
月
末
48
朝
刊
11
/3
0
東
日
本
大
震
災
／
災
害
公
営
住
宅
6
棟
の
募
集
開
始
／「
一
般
抽
選
」
対
象
／
仙
台
市
小
計
18
5

表
4
続
き
①
感性福祉研究所年報　Vol.2148
年
N
O
種
類
発
行
日
東
日
本
大
震
災
関
連
記
事
荒
井
開
発
・
ま
ち
づ
く
り
関
連
記
事
20
14
（
平
成
26
）
49
朝
刊
1
/
1
東
北
再
生
　
あ
す
へ
の
針
路
／
提
言
か
ら
見
る
現
状
と
課
題
／
本
格
復
興
へ
転
換
の
年
50
朝
刊
1
/2
2
東
日
本
大
震
災
／
初
抽
選
、
20
9戸
決
ま
る
／
災
害
公
営
住
宅
、
仙
台
市
一
般
枠
51
朝
刊
2
/
6
東
日
本
大
震
災
3
年
／
被
災
地
の
い
ま
（
5
完
）
／
内
陸
避
難
の
葛
藤
＜
下
＞
／
自
治
体
、
定
住
支
援
に
苦
慮
／
沿
岸
人
口
流
出
懸
念
／
被
災
者
意
向
も
大
切
52
朝
刊
3
/2
6
東
日
本
大
震
災
／
公
営
住
宅
完
成
、
初
の
民
間
整
備
／
仙
台
・
若
林
53
夕
刊
4
/
4
地
下
鉄
が
や
っ
て
来
る
　
仙
台
市
東
西
線
15
年
開
業
（
2）
／
荒
井
／
街
づ
く
り
、
い
っ
き
に
加
速
54
朝
刊
4
/
8
東
日
本
大
震
災
／
仙
台
・
災
害
公
営
住
宅
／
環
境
の
変
化
、
近
所
付
き
合
い
…
／
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
課
題
55
朝
刊
4
/
8
東
日
本
大
震
災
／
仙
台
・
災
害
公
営
住
宅
／
集
合
型
の
入
居
本
格
化
／
4
地
区
56
4戸
分
住
民
に
鍵
引
渡
し
56
朝
刊
6
/1
7
地
割
れ
跡
な
ど
発
掘
成
果
紹
介
／
仙
台
、
7
月
6
日
ま
で
57
朝
刊
7
/
8
東
日
本
大
震
災
　
焦
点
／
仙
台
市
の
災
害
公
営
住
宅
／「
ペ
ッ
ト
帯
同
」「
車
い
す
」
限
定
　
ミ
ス
マ
ッ
チ
空
室
1
割
超
58
朝
刊
8
/2
8
東
日
本
大
震
災
／
被
災
地
の
野
菜
お
届
け
／
仙
台
・
移
動
販
売
店
、
30
日
オ
ー
プ
ン
／
大
学
生
団
体
運
営
農
家
の
思
い
も
紹
介
59
朝
刊
9
/
4
東
日
本
大
震
災
／
被
災
地
産
野
菜
に
人
だ
か
り
／
大
学
生
ら
移
動
販
売
開
始
／
仙
台
・
若
林
60
朝
刊
9
/
7
東
日
本
大
震
災
か
ら
3
年
半
　
焦
点
／
災
害
公
営
住
宅
（
下
）／
新
た
な
自
治
組
織
、
産
声
61
朝
刊
9
/2
9
東
日
本
大
震
災
／
新
た
な
絆
育
て
よ
う
／
災
害
公
営
住
宅
に
町
内
会
／
仙
台
・
若
林
「
荒
「
荒
井
東
」
と
宮
城
野
「
田
子
西
」／
10
月
活
動
ス
タ
ー
ト
62
朝
刊
10
/
8
東
日
本
大
震
災
／
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
2
基
に
不
具
合
／
仙
台
・
荒
井
東
の
災
害
公
営
住
宅
63
朝
刊
10
/1
2
東
日
本
大
震
災
／
木
々
と
共
に
新
町
内
会
歩
む
／
仙
台
「
荒
井
東
復
興
公
営
住
宅
」
で
植
樹
64
夕
刊
10
/1
8
再
生
せ
ん
だ
い
　
ひ
と
模
様
（
11
6）
／
R
eR
oo
ts
（
リ
ル
ー
ツ
）
販
売
チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
　
宮
川
あ
か
り
さ
ん
（
19
）　
被
災
農
家
の
野
菜
、
災
害
住
宅
で
販
売
／
地
元
の
人
々
つ
な
げ
た
い
65
朝
刊
10
/2
4
東
日
本
大
震
災
／
ト
ル
コ
政
府
高
官
、
復
興
状
況
を
視
察
／
仙
台
66
朝
刊
11
/1
3
仙
台
・
荒
井
東
に
初
の
マ
ン
シ
ョ
ン
／
発
展
見
込
み
12
2戸
分
譲
へ
67
朝
刊
12
/1
2
心
を
癒
や
す
優
し
い
音
色
／
中
高
生
が
ハ
ン
ド
ベ
ル
演
奏
／
仙
台
・
災
害
公
営
住
宅
小
計
17
2

表
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続
き
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感性福祉研究所年報　Vol.21 49
年
N
O
種
類
発
行
日
東
日
本
大
震
災
関
連
記
事
荒
井
開
発
・
ま
ち
づ
く
り
関
連
記
事
20
15
（
平
成
27
）
68
朝
刊
1
/
1
仙
台
市
地
下
鉄
東
西
線
　
12
月
6
日
開
業
予
定
／
伊
達
な
街
、
新
局
面
へ
／
十
字
描
く
軌
道
、
効
果
に
期
待
69
朝
刊
1
/
8
東
日
本
大
震
災
／
仙
台
市
の
災
害
公
営
住
宅
／
43
3戸
2
次
募
集
70
朝
刊
2
/1
3
東
日
本
大
震
災
／
仙
台
市
の
災
害
公
営
住
宅
／
16
4世
帯
が
当
選
／「
一
般
枠
」
2
次
募
集
分
71
朝
刊
2
/1
7
宮
城
県
20
14
年
度
補
正
予
算
案
／
12
90
億
円
減
額
補
正
へ
／
復
旧
事
業
の
遅
れ
影
響
72
朝
刊
2/
18
宮
城
県
議
会
開
会
／「
創
造
的
復
興
を
完
遂
」／
村
井
知
事
が
施
政
方
針
73
夕
刊
2/
27
12
月
開
業
　
空
か
ら
拝
見
　
仙
台
市
地
下
鉄
東
西
線
か
い
わ
い
／
13
駅
目
　
荒
井
74
朝
刊
3/
1
再
生
の
針
路
　（
1）
仙
台
市
／
住
ま
い
再
生
　
集
団
移
転
　
造
成
完
了
へ
／
復
興
の
鍵
　
新
旧
住
民
　
融
和
促
進
を
75
夕
刊
3/
11
み
ら
い
ん
　
ゆ
う
か
ん
　
3月
号
 新
旧
住
民
の
共
助
目
指
す
76
朝
刊
3/
23
荒
井
東
に
町
内
会
／
仙
台
／
集
団
移
転
住
民
ら
設
立
77
朝
刊
4/
11
地
下
鉄
東
西
線
／
沿
線
の
に
ぎ
わ
い
　
創
出
へ
知
恵
絞
る
／
仙
台
で
セ
ミ
ナ
ー
78
朝
刊
4/
18
地
下
鉄
東
西
線
／
荒
井
駅
駐
車
場
　
20
0台
に
／
仙
台
市
／
来
月
か
ら
委
託
業
者
募
集
79
朝
刊
5/
21
区
画
整
理
中
／
路
上
駐
車
に
住
民
苦
慮
／
仙
台
・
荒
井
東
で
問
題
化
／
私
道
扱
い
で
モ
ラ
ル
頼
み
80
朝
刊
6/
12
共
に
歩
も
う
／
つ
な
が
り
を
大
事
に
　
☆
81
朝
刊
6/
20
仙
台
・
東
西
線
／
荒
井
駅
前
　
大
規
模
開
発
へ
／
大
和
ハ
ウ
ス
／
ホ
ー
ル
な
ど
建
設
82
朝
刊
7/
15
千
葉
・
富
里
市
農
協
／
仙
台
の
被
災
者
に
特
産
ス
イ
カ
贈
呈
83
朝
刊
7/
15
共
に
歩
も
う
／
畑
を
復
旧
　
野
菜
収
穫
　
☆
84
夕
刊
7/
22
や
り
ま
し
ょ
う
盆
踊
り
　
深
め
ま
し
ょ
う
交
流
を
／
来
月
1日
、仙
台
・
荒
井
東
の
災
害
住
宅
／
み
こ
し
や
ス
イ
カ
割
り
も
85
朝
刊
8/
2
駆
け
る
　
踊
る
　
一
緒
に
／
被
災
地
夏
祭
り
　
2町
内
会
合
同
　
笑
顔
の
輪
拡
大
／
仙
台
・
荒
井
東
86
朝
刊
9/
18
仙
台
市
／
対
象
外
被
災
者
に
も
分
譲
／
集
団
移
転
地
　
来
月
か
ら
公
募
87
朝
刊
9/
26
東
北
ミ
ニ
情
報
　
荘
内
銀
　
荒
井
支
店
開
設
へ
88
朝
刊
11
/
1
結
ぶ
・
切
り
拓
く
　
仙
台
市
地
下
鉄
　
東
西
線
開
業
ま
で
1ヵ
月
　（
1）
二
つ
の
起
点
駅
／
開
発
熱
　
際
立
つ
温
度
差
89
夕
刊
12
/
4
こ
ち
ら
荒
井
臨
時
支
局
で
す
　
荒
井
東
で
わ
い
わ
い
／
12
、1
3日
　
街
開
き
イ
ベ
ン
ト
「
あ
ら
フ
ェ
ス
」／
復
興
へ
の
誓
い
、東
西
線
開
通
／
交
流
広
げ
る
第
一
歩
90
朝
刊
12
/1
0
仙
台
市
地
下
鉄
東
西
線
　
荒
井
に
商
機
　
支
店
続
々
／
東
北
の
銀
行
／
集
団
移
転
や
宅
地
開
発
／
ロ
ー
ン
需
要
に
照
準
91
夕
刊
12
/1
2
こ
ち
ら
荒
井
臨
時
支
局
で
す
　
復
興
へ
一
歩
　
荒
井
東
か
ら
／
街
開
き
イ
ベ
ン
ト
「
あ
ら
フ
ェ
ス
」開
幕
／
地
元
住
民
／
料
理
、地
酒
で
も
て
な
し
92
朝
刊
12
/1
3
仙
台
市
地
下
鉄
東
西
線
　
街
開
き
　
復
興
の
息
吹
／
荒
井
東
で
「
あ
ら
フ
ェ
ス
」開
幕
93
夕
刊
12
/1
8
こ
ち
ら
荒
井
臨
時
支
局
で
す
　
X
マ
ス
会
、み
ん
な
に
笑
顔
を
／
荒
井
東
・
災
害
公
営
住
宅
入
居
者
ら
／
20
日
開
催
／
歌
・
ゲ
ー
ム
　
準
備
着
々
94
夕
刊
12
/2
8
気
軽
に
ト
ー
ク
／
地
下
鉄
東
西
線
開
業
に
思
う
／
福
祉
充
実
し
た
ま
ち
に
95
朝
刊
12
/3
1
住
ま
い
の
再
建
　
着
々
／
20
15
年
　
首
長
の
言
葉
で
振
り
返
る
／
ゆ
っ
た
り
し
た
部
屋
で
新
生
活
を
／
ま
ち
び
ら
き
　
共
に
力
合
わ
せ
て
小
計
14
14
表
5
　
新
聞
記
事
見
出
し
一
覧
：【
第
Ⅱ
期
】
震
災
か
ら
の
復
興
と
地
下
鉄
開
業
へ
の
関
心
期

☆
は
当
事
者
の
声
　
感性福祉研究所年報　Vol.2150
年
N
O
種
類
発
行
日
東
日
本
大
震
災
関
連
記
事
荒
井
開
発
・
ま
ち
づ
く
り
関
連
記
事
20
16
（
平
成
28
）
96
夕
刊
2
/
3
地
下
鉄
が
や
っ
て
来
た
　
仙
台
・
東
西
線
13
駅
　
開
業
1
ヵ
月
（
13
完
）
荒
井
／
新
し
い
街
は
胎
動
段
階
97
朝
刊
2
/2
3
集
団
移
転
用
地
／
空
き
区
画
　
被
災
者
以
外
に
も
／
仙
台
市
、
山
元
町
　
分
譲
へ
98
朝
刊
3
/1
7
仙
台
／
被
災
者
以
外
に
も
宅
地
分
譲
／
来
月
5
日
受
け
付
け
99
朝
刊
3
/2
3
読
者
と
考
え
る
紙
面
委
員
会
　
第
39
回
「
震
災
5
年
と
河
北
新
報
の
役
割
」
10
0
朝
刊
4/
20
仙
台
市
・
防
災
集
団
移
転
　
◎
用
地
／
東
西
線
効
果
か
／
荒
井
の
一
括
分
譲
　
4社
応
募
10
1
朝
刊
5/
19
地
元
住
民
ら
が
手
仕
事
市
開
催
／
仙
台
・
荒
井
で
22
日
10
2
夕
刊
7/
22
青
空
の
下
　
交
流
を
／
仙
台
・
荒
井
東
災
害
住
宅
／
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
用
具
を
日
本
連
合
寄
贈
／
「
健
康
や
生
き
が
い
づ
く
り
に
」
10
3
朝
刊
8/
23
奥
山
流
の
座
標
　
仙
台
市
長
2期
目
　
残
り
1年
（
中
）安
定
の
実
相
／「
市
役
所
一
家
」の
声
　
再
び
10
4
朝
刊
9/
15
肢
体
不
自
由
者
ら
の
人
形
劇
団
「
フ
レ
ッ
シ
ュ
」／
災
害
住
宅
に
笑
顔
運
ぶ
／
仙
台
で
公
演
・
17
～
19
日
／「
一
緒
に
楽
し
ん
で
」
10
5
朝
刊
10
/
9
Y
O
SA
K
O
I　
16
0チ
ー
ム
熱
演
舞
／
仙
台
・
き
ょ
う
ま
で
10
6
朝
刊
11
/2
3
東
西
線
開
業
1周
年
／
荒
井
車
両
基
地
で
27
日
フ
ェ
ス
開
催
10
7
夕
刊
12
/1
9
消
え
る
小
字
／
区
画
整
理
で
来
夏
ご
ろ
大
規
模
地
番
変
更
／
仙
台
・
荒
井
／
歴
史
、愛
着
　
名
残
惜
し
む
声
も
小
計
5
7
20
17
（
平
成
29
）
10
8
朝
刊
1/
4
仙
台
市
、荒
井
の
公
園
に
フ
ッ
ト
サ
ル
場
／
都
市
再
生
法
人
に
運
営
委
託
／
全
国
初
／
利
益
を
維
持
費
に
／
東
西
線
の
利
用
促
進
も
期
待
10
9
朝
刊
1/
5
仙
台
市
長
年
頭
会
見
／
本
庁
舎
建
て
替
え
　
来
月
方
針
／
音
楽
ホ
ー
ル
　
判
断
先
送
り
も
11
0
夕
刊
2/
24
仙
台
・
長
喜
城
　
農
地
を
宅
地
化
／
東
西
線
・
荒
井
駅
へ
1キ
ロ
／
19
年
分
譲
／
30
0人
住
む
街
へ
11
1
朝
刊
3/
21
気
持
ち
　
明
る
く
／
話
し
て
　
聴
い
て
　
災
害
住
宅
で
お
茶
会
／
仙
台
・
若
林
11
2
夕
刊
4/
22
被
災
地
医
療
の
即
戦
力
に
／
仙
台
・
荒
井
／
看
護
専
門
学
校
が
開
校
／「
災
害
看
護
学
」も
履
修
／
1期
生
82
人
　
意
欲
の
春
11
3
朝
刊
4/
22
災
害
に
強
い
庁
舎
目
指
す
／
県
警
／
仙
台
・
若
林
署
の
概
要
公
表
11
4
朝
刊
4/
30
今
週
の
み
や
ぎ
（
30
日
～
5月
7日
）
11
5
朝
刊
4/
25
台
湾
の
自
転
車
メ
ー
カ
ー
／
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
　
仙
台
に
直
営
店
／
ツ
ー
ル
・
ド
・
東
北
　
パ
ー
ト
ナ
ー
企
業
／
9月
15
日
開
店
11
6
朝
刊
5/
1
教
訓
胸
に
／
深
／
荒
井
東
町
内
会
　
4周
年
で
祭
り
／
仙
台
・
災
害
公
営
住
宅
11
7
朝
刊
5/
3
演
劇
や
お
笑
い
　
に
ぎ
わ
い
創
出
／
仙
台
ギ
グ
ス
落
成
式
11
8
朝
刊
5/
11
サ
イ
ク
リ
ン
グ
文
化
発
信
／
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
が
店
舗
着
工
／
仙
台
11
9
朝
刊
5/
27
災
害
住
宅
家
賃
を
仙
台
市
が
誤
徴
収
／
荒
井
東
な
ど
11
9世
帯
分
12
0
朝
刊
6/
1
仙
台
・
災
害
住
宅
家
賃
問
題
／
引
き
上
げ
に
反
対
　
来
月
署
名
提
出
へ
／
入
居
者
ら
会
見
12
1
朝
刊
6/
15
紙
面
セ
ン
サ
ー
／
埋
も
れ
た
話
題
　
光
当
て
る
12
2
朝
刊
7/
12
荒
井
で
育
て
　
J
選
手
／
ベ
ガ
ル
タ
仙
台
　
ジ
ュ
ニ
ア
ス
ク
ー
ル
開
校
へ
／
公
園
内
施
設
で
9月
か
ら
12
3
朝
刊
8/
24
荒
井
駅
周
辺
　
街
歩
き
楽
し
ん
で
／
仙
台
・
来
月
3日
フ
ェ
ス
12
4
朝
刊
9/
2
仙
台
・
荒
井
　
公
園
内
ス
ポ
ー
ツ
パ
ー
ク
／
元
気
な
街
へ
キ
ッ
ク
オ
フ
／
民
間
運
営
　
サ
ッ
カ
ー
ス
ク
ー
ル
も
開
校
12
5
朝
刊
9/
13
仙
台
・
荒
井
／
地
名
　
小
か
ら
丁
目
に
／
市
、1
6日
18
0ヘ
ク
タ
ー
ル
で
地
番
変
更
12
6
朝
刊
10
/1
7
津
波
で
全
壊
　
仙
台
荒
浜
郵
便
局
移
転
／「
荒
井
東
」に
改
称
・
再
開
12
7
朝
刊
11
/2
9
荒
井
西
の
新
町
名
「
な
な
い
ろ
の
里
」／
仙
台
市
、来
年
6月
施
行
へ
12
8
夕
刊
12
/2
1
荒
井
駅
周
辺
　
医
療
整
備
進
む
／
新
病
院
開
業
、モ
ー
ル
も
建
設
中
／
仙
台
／
東
西
線
沿
線
人
口
増
に
対
応
小
計
6
15
表
6
　
新
聞
記
事
見
出
し
一
覧
：【
第
Ⅲ
期
】
荒
井
地
域
の
開
発
・
ま
ち
づ
く
り
へ
の
関
心
期
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N
O
種
類
発
行
日
東
日
本
大
震
災
関
連
記
事
荒
井
開
発
・
ま
ち
づ
く
り
関
連
記
事
20
18
（
平
成
30
）
12
9
朝
刊
2
/
9
新
た
な
人
の
流
れ
期
待
／
荒
井
の
区
画
整
理
　
31
年
越
し
の
完
成
／
仙
台
市
が
竣
工
式
13
0
朝
刊
4
/
8
憩
い
の
場
　
荒
井
の
顔
に
／「
東
1
号
公
園
」
全
面
オ
ー
プ
ン
／
仙
台
13
1
朝
刊
4
/2
6
宮
城
・
本
年
度
　
収
入
超
過
世
帯
／
災
害
公
営
住
宅
　
家
賃
9
万
円
増
も
／
岩
手
で
は
減
免
措
置
13
2
朝
刊
6
/1
5
よ
う
こ
そ
「
な
な
い
ろ
の
里
」／
荒
井
西
　
あ
す
町
名
変
更
／
仙
台
13
3
朝
刊
7
/
2
共
に
歩
も
う
／
町
内
の
縁
大
切
に
　
☆
13
4
朝
刊
7
/1
4
仙
台
で
来
月
横
綱
土
俵
入
り
13
5
朝
刊
8
/1
4
震
災
復
興
願
い
　
横
綱
土
俵
入
り
／
仙
台
13
6
朝
刊
9
/
2
仙
台
・
荒
井
　
祭
り
づ
く
し
／「
あ
ら
フ
ェ
ス
」「
バ
ス
・
ち
か
祭
り
」／
き
ょ
う
13
7
朝
刊
11
/
1
都
市
公
園
コ
ン
ク
ー
ル
／
仙
台
・
荒
井
T
M
　
会
長
賞
を
受
賞
／
市
長
に
報
告
13
8
朝
刊
11
/
1
仙
台
市
花
壇
コ
ン
ク
ー
ル
／
最
優
秀
賞
に
旭
丘
小
13
9
朝
刊
12
/2
9
災
害
公
営
住
宅
　
男
性
孤
独
死
か
／
仙
台
小
計
6
5
20
19
（
平
成
31
・
令
和
元
）
14
0
朝
刊
1/
20
仙
台
セ
ン
ト
ラ
ル
　
小
劇
場
で
「
復
活
」／
音
楽
関
連
会
社
／
映
画
館
の
名
残
　
色
濃
く
／
4月
1日
開
業
、記
念
公
演
も
14
1
朝
刊
3
/
3
住
環
境
改
善
へ
新
組
織
／
仙
台
・
荒
井
東
災
害
公
営
住
宅
で
準
備
会
／
新
年
度
発
足
／
要
望
な
ど
連
携
14
2
朝
刊
3
/
5
安
住
の
灯
　
震
災
列
島
に
生
き
る
／
第
4部
　
つ
い
の
住
処
（
上
）／
家
賃
上
昇
　
倹
約
で
備
え
14
3
朝
刊
3
/
7
安
住
の
灯
　
震
災
列
島
に
生
き
る
／
第
4部
　
つ
い
の
住
処
（
下
）／
孤
立
の
防
止
　
見
え
ぬ
解
14
4
朝
刊
3
/1
2
東
日
本
大
震
災
8
年
／
住
宅
価
格
　
高
止
ま
り
／
仙
台
　
被
災
地
か
ら
の
移
転
落
ち
着
く
／
物
件
コ
ン
パ
ク
ト
化
／
周
辺
へ
流
出
も
14
5
朝
刊
3
/2
5
始
動
！
若
林
署
　
4
月
新
設
　
期
待
と
課
題
／（
上
）
分
割
／
繁
忙
署
の
負
担
軽
減
14
6
朝
刊
3
/2
6
始
動
！
若
林
署
　
4
月
新
設
　
期
待
と
課
題
／（
下
）
変
貌
／
復
興
へ
治
安
が
鍵
に
14
7
朝
刊
3
/2
8
治
安
と
防
災
　
両
に
ら
み
／
来
月
1日
開
設
／
若
林
署
で
内
覧
会
14
8
夕
刊
4
/
1
若
林
署
が
始
動
／
仙
台
／
防
災
機
能
も
強
化
14
9
朝
刊
4
/
2
若
林
署
が
始
動
／
仙
台
／
防
災
機
能
も
強
化
15
0
朝
刊
4
/
4
地
域
へ
の
思
い
引
き
継
ぐ
／
気
仙
沼
・
鹿
折
駐
在
所
　
再
建
／
避
難
誘
導
で
殉
職
　
慰
霊
碑
設
置
／
安
全
守
り
復
興
へ
　
県
警
が
新
体
制
15
1
夕
刊
4
/2
2
杜
の
ひ
ろ
ば
／
荒
井
東
手
作
り
市
で
交
流
15
2
朝
刊
4
/2
9
共
に
歩
も
う
／
出
店
で
住
宅
に
活
気
　
☆
15
3
朝
刊
6
/1
1
共
に
歩
も
う
／
お
茶
会
　
近
所
と
交
流
　
☆
15
4
朝
刊
6
/1
9
18
年
度
全
建
賞
に
荒
井
東
1号
公
園
／
仙
台
・
事
業
手
法
評
価
15
5
朝
刊
6
/1
9
共
に
歩
も
う
／
住
環
境
維
持
へ
活
動
15
6
別
刷
6
/3
0
仙
台
市
　
未
来
開
く
／
仙
台
・
政
令
市
移
行
30
年
／
動
き
だ
す
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
　
市
街
地
／
泉
パ
ー
ク
タ
ウ
ン
第
6
住
区
　
先
進
技
術
　
開
発
へ
活
用
／
東
西
線
・
荒
井
駅
周
辺
　
住
宅
次
々
　
複
合
施
設
も
15
7
朝
刊
7
/
7
安
住
の
灯
　
震
災
列
島
に
生
き
る
／
災
害
公
営
　
家
賃
上
昇
17
6世
帯
／
仙
台
／
収
入
超
過
で
10
万
円
増
も
／
子
育
て
世
代
　
退
居
の
動
き
15
8
朝
刊
8
/
1
杜
の
ひ
ろ
ば
／
兵
庫
県
の
高
校
生
と
交
流
15
9
朝
刊
8
/1
4
安
住
の
灯
　
震
災
列
島
に
生
き
る
／
災
害
公
営
住
宅
・
家
賃
割
り
増
し
／
収
入
超
過
世
帯
　
退
居
も
／
仙
台
／
生
活
再
建
の
足
か
せ
に
16
0
朝
刊
11
/2
7
仙
台
市
花
壇
コ
ン
ク
ー
ル
学
校
の
部
／
最
優
秀
賞
に
柳
生
小
小
計
11
10
表
7
　
新
聞
記
事
見
出
し
一
覧
：【
第
Ⅳ
期
】
災
害
公
営
住
宅
に
お
け
る
被
災
者
の
生
活
の
困
難
さ
、
荒
井
地
域
の
開
発
・
ま
ち
づ
く
り
へ
の
関
心
期

☆
は
当
事
者
の
声
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